
磐
田
市
の
中
学
校
部
活
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
時
代
へ
！

中
学
生
の
放
課
後
活
動
を
見
直
し
て
い
き
ま
す 放課後活動課

( 西庁舎 3 階 )

0538-37-4828

0538-36-1517

☎

ＦＡＸ

少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
活
動
環
境
の
継
続
が
困
難
な
こ
と
、
教
員
の
業
務
負
担
の

状
況
を
背
景
に
、
学
校
だ
け
で
は
部
活
動
を
十
分
に
支
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
段
階
的
な
部
活

動
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
度
に

「
地
域
連
携
強
化
型
部
活
動
」、
令
和
8
年
に
は

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ａ

（
仮
称
）」
を
全
市
に
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

地
域
連
携
強
化
型
部
活
動
と
は

　

部
活
動
の
指
導
や
運
営
を
教
員
だ
け
で
は
な

く
、
部
活
動
指
導
員
や
外
部
指
導
者
と
い
っ
た
、

地
域
の
指
導
者
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
、
近
隣
の

学
校
と
の
合
同
練
習
や
合
同
部
活

（
チ
ー
ム
）

も
含
め
地
域
と
連
携
し
た
部
活
動
を
行
い
ま
す
。

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（仮
称
）」
と
は

　

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
に
親

し
む
機
会
を
確
保
し
、
学
校
の
枠
を
超
え
て
仲

間
と
と
も
に
親
し
み
、
楽
し
み
、
挑
戦
で
き
る

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
団
体
と
協
力
し
、
公
民
連
携
の

も
と
、
学
校
部
活
動
の
種
目
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
や
り
た
い
活
動
を
選
択

し
て
取
り
組
め
る
体
制
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

ページ番号

1012656

移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

令
和
5
年
か
ら
7
年
ま

で
の
3
年
間
は
地
域
連

携
強
化
期
間
と
し
て
部

活
動
指
導
員
の
活
用
や

合
同
部
活
に
取
り
組
み
、

令
和
8
年
か
ら
休
日
の

学
校
部
活
動
を
地
域
移

行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
日
の
学
校
部
活
動
は

当
面
継
続
し
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ

「
Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（
仮
称
）」
の

活
動
は
、
令
和
6
年
度

か
ら
段
階
的
に
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。
令

和
13
年
ま
で
に
全
て
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を

予

定

し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
取
り
組
み
の
状

況
に
応
じ
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「Ｓス

ポ
Ｐ
Ｏ
☆
Ｃカ

ル
Ｕ
Ｌ　

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ

（仮
称
）」

の
概
要

①
既
存
の
中
学
校
部
活
動
の
再
編

現
在
の
部
活
動
指
導
員
の
活
用
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
、
各
中
学
校
の
部
活
動
の
状
況
や

種
目
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
連
携
の
取
り
組

み
を
し
、
再
編
し
ま
す
。

②
地
域
の
活
動
団
体
や
個
人
活
動
者
の
参
画

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
活
動
団

体
の
把
握
や
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ブ
を
公
募
し
、
そ
れ

ら
の
活
動
を
認
可
し
ま
す
。

新たな地域クラブ

S
ス ポ

PO☆ C
カ ル

UL
IWATA（仮称）

指
導
者
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
指
導
者
を
募
集
し

ま
す
。
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
指
導
者
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
中
学
校
部

活
動
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
者
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

▲申し込み
　 フォーム

クラブ募集・認可
（一部）
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令和 6 年度

保育園 ・ 認定こども園 ・ 幼稚園の入園募集

幼稚園保育園課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2754

0538-37-4631

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1004392

募集対象児と対象園　※ 令和 6 年 4 月から入園を希望する方が対象

①保育園 ・ 認定こども園 （保育園枠）

対象児
平成30年4月2日
～令和5年5月1日
に生まれた乳幼児

平成30年4月2日～
令和5年10月1日に
生まれた乳幼児

           平成30年4月2日以降に
           生まれた乳幼児

平成30年4月2日～
令和3年4月1日に
生まれた幼児

令和3年4月2日以降に
生まれた乳幼児

対象園

磐田北保育園

豊田西保育園

二之宮こども園

龍の子幼稚園

豊田北保育園

福田こども園

竜洋東こども園

リーザプレスクール

岩田こども園

めいわ竜洋保育園

こうのとり保育園

いずみ第二保育園

西貝保育園

中泉保育園

バディ保育園

風の森保育園

いずみ保育園

いずみ第三保育園

ひまわり保育園

豊田みなみ保育園

広瀬こども園

豊岡こども園

大藤こども園

青城こども園

豊田南こども園

磐田なかよしこども園

ゆやの里あいむ保育園

にじいろ保育所

ひよこ保育園

りんご保育園

はあとふる保育園

ハッピー保育園

磐田のびやか保育園

ハッピー第 2 保育園

ハッピー第 3 保育園

四季の風保育園

新貝ひよこ保育園

ゆうあい保育園

のっぽ保育園

子育てセンターみなみしま

子育てセンターとみがおか

聖隷こども園こうのとり東

聖隷こども園こうのとり豊田

聖隷こども園こうのとり富丘

②公立幼稚園 ・ 公立認定こども園 （幼稚園枠）

対象児 平成30年4月2日～令和3年4月1日に生まれた幼児

対象園

磐田北幼稚園

竜洋幼稚園

青城こども園

磐田南幼稚園

豊田北部幼稚園

豊岡こども園

向笠幼稚園

豊田東幼稚園

豊田南こども園

長野幼稚園

豊岡南幼稚園

竜洋東こども園

田原幼稚園

大藤こども園

磐田なかよしこども園

東部幼稚園 （※ 1）

福田こども園

二之宮こども園

申し込み

◆募集期間 ・ 時間　10 月 2 日㈪～ 10 月 31 日㈫　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　（土 ・ 日曜日、 祝日を除く）

◆申込書類　10 月 1 日㈰から幼稚園保育園課、 各支所市民生活課、 ひと ・ ほんの庭　にこっとで配布します。 　

　※ひと ・ ほんの庭　にこっとは、 土 ・ 日曜日、 祝日開館 （月曜日休館）

◆提出方法　必要書類を添えて、 幼稚園保育園課へ提出してください。

　※各支所での申請書類の受け付けは行いません。

　※令和 6 年 5 月以降の入園希望者は、 令和 6 年 2 月以降、 入園希望月の 3 カ月前にお申し込みください。

◆選考方法　世帯の状況や保育を必要とする理由などを考慮し、 必要性の高い方から入園を決定します。 結果は令和 6 年

   1 月末までに申し込み者全員に通知する予定です。 なお、 申し込み者が多数の場合は、 入園できないことがあります。

◆募集期間 ・ 時間　10 月 17 日㈫～ 11 月 17 日㈮ 午前 9 時～午後 4 時 30 分 （土 ・ 日曜日、 祝日および休園日を除く）

　※園の行事などにより振替休日となる日があります。

◆申込書類　10 月 17 日㈫から各幼稚園 ・ 認定こども園で配布します。

◆提出方法　必要書類を全て添えて、 通園を希望する幼稚園 ・ 認定こども園に提出してください。

◆選考方法　申し込み者が募集人数を超えた場合は抽選となります。 抽選に漏れた場合は、 他の幼稚園、 認定こども園に

   申し込むこともできます。

◆その他　

　 ・ 市内全域の公立幼稚園 ・ 認定こども園から選択できます。 （通園区の自由化）

　 ・ 複数の園への申し込みや私立認定こども園の幼稚園枠との併願はできません。

　 ・ 私立の幼稚園 ・ 認定こども園 （幼稚園枠） の申し込み方法は各園にお問い合わせください。

①
保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

（
保
育
園
枠
）

②

公
立
幼
稚
園

（※ 1） 令和 7 年度、 民営化予定

公
立
認
定
こ
ど
も
園

（幼
稚
園
枠
）
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臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
意
思
表
示
で
、
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

病院総務課

0538-38-5000

0538-38-5050

☎

ＦＡＸ

　

臓
器
移
植
と
は
、
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
っ
て

臓
器
機
能
が
低
下
し
た
た
め
に
手
厚
い
医
療
で
し

か
日
常
生
活
を
送
れ
な
い
、
も
し
く
は
余
命
数
年

以
内
と
想
定
さ
れ
る
患
者
に
対
し
、
臓
器
を
移
植

す
る
こ
と
で
健
康
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。

移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
全
体
の
約
3
％

臓
器
移
植
を
希
望
し
て
い
る
患
者

（
移
植
待
機

患
者
）
は
全
国
で
約
１
万
６
千
人
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
1
年
間
に
約

４
０
０
人
、
年
間
約
３
%
で
す
。
特
に
腎
臓
の
移

植
を
待
機
し
て
い
る
方
が
多
く
、
待
機
期
間
は
平

均
約
14
年
８
カ
月
に
な
り
ま
す
。

磐
田
市
立
総
合
病
院
の
取
り
組
み

磐
田
市
立
総
合
病
院

（
以
下
：
市
立
病
院
）
は
、

臓
器
移
植
法
に
基
づ
い
た
臓
器
提
供
施
設
で
、
県

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
院
内
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
看
護
師
を
は
じ
め
臨
床
工
学
技
士
、
臨
床
検

査
技
師
な
ど
７
人
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
通
常
業
務
に
加
え
、
臓
器
を
提
供
し
た
い
と
い

う
人

（
ド
ナ
ー
）
か
ら
臓
器
移
植
を
希
望
す
る
人

（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
に
最
善
の
方
法
で
臓
器
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
橋
渡
し
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
移
植
医
療
や
臓
器
提
供
意
思
表
示
の
普
及

啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
一
環
で
、
10
月
の
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間
に
合
わ
せ
て
、
今
年
は
市
立
病
院

正
面
玄
関
前
の
看
板
を
移
植
医
療
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
緑
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
す
。

意
思
表
示
を
し
よ
う

臓
器
提
供
は
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
臓
器
提
供
が

で
き
る
段
階
で
は
意
思
表
示
が
困
難
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、

臓
器
提
供
に
関
す
る
自
分
の
意
思
を
あ
ら
か
じ
め

表
示
す
る
こ
と
、
ご
自
身
の
意
思
を
ご
家
族
と
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

意
思
表
示
の
方
法

①
意
思
表
示
欄
へ
記
入

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
あ
る
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
記
入

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
登
録

「
臓
器
提
供
意
思
登
録
」
と
検
索
し
て
日
本
臓

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

③
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
記
入

医
療
機
関
な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い
る
臓
器
提
供

意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
記
入

い
ず
れ
の
方
法
も
、
臓
器
提
供
へ
の
考
え
方
が

変
わ
っ
た
場
合
は
何
度
で
も
変
更
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
特
記
欄
に

「
親
族
優
先
」
と
記
入
す
る

こ
と
で
、
親
族
優
先
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
は
、
大
人
だ
け
に
限
り
ま

せ
ん
。
小
児
の
臓
器
移
植
の
場
合
は
同
じ
く
ら
い

の
体
格
の
方
か
ら
の
臓
器
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
小
児
が
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
は
15
歳
以
上
が
有

効
で
す
が
、
提
供
し
な
い
と
い
う
意
思
表
示
に
つ

い
て
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
有
効
で
す
。
な
お
本

人
か
ら
の
提
供
し
な
い
と
い
う
意
思
表
示
が
な
け

れ
ば
15
歳
未
満
で
も
家
族
が
承
諾
す
る
こ
と
で
提

供
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
意
思
表
示
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ご
家
族
で
臓
器
移
植
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲グリーンリボンキャンペーンの

 天使 「ハーティ」

移植待機患者の平均待機期間

（2021 年１２月現在）

肺 ・ 心肺 約２年５カ月

心臓 ・ 心肺 約３年５カ月

肝臓 ・ 肝腎 約１年３カ月

膵臓 ・ 膵腎 約３年３カ月

腎臓 約１４年８カ月

小腸 約８カ月

▲出典 ： （公社） 日本臓器移植ネットワーク

 ホームページより抜粋
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９
月
21
日
は

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

高齢者支援課

（i プラザ３階）

0538-37-4831

0538-37-6495

☎

ＦＡＸ

9
月
は

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」、
9
月

21
日
は

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
し
て

世
界
各
国
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
も
認
知
症
と
診
断
さ
れ

る
方
が
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を

す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る

「
応
援
者
」
で
す
。

周
り
の
人
に
認
知
症
の
知
識
を
伝
え
る
、
認
知
症

の
方
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め

る
、
隣
人
や
ま
ち
で
働
く
人
と
し
て
手
助
け
す
る

な
ど
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ
う
と
市
内
の
学
校
や

地
域
の
団
体
、
企
業
で
講
座
を
受
講
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
１
万
９
５
２
１

人

（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
ま
す
。

ページ番号

1009989

講
座
は
、
地
域
で
支
え
あ
う
た
め
に
自
治
会
や

職
場
な
ど
、
10
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

「チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
」
を
受
講
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
す
る
生
活
面

の
支
援
な
ど
を
行
う
取
組
み
で
す
。

市
内
で
も
今
後
、
チ
ー
ム
を
作
り
、
で
き
る
範

囲
で
認
知
症
の
人
や
家
族
の
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
活
動
内
容

認
知
症
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
何
も
で
き
な
く
な

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
理
解
や
、
少
し

の
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

地
域
の
認
知
症
の
人
の

「
や
り
た
い
」「
続
け
た

い
」
を
助
け
る
た
め
の
活
動
で
あ
れ
ば
、
決
ま
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
で
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

実
施
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
守
り
オ
レ
ン
ジ
シ
ー
ル
に
つ
い
て

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
「
見
守
り
オ

レ
ン
ジ
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
の
際
に
登
録
し
た
情
報
を
関
係
機
関
と
共

有
し
、
地
域
で
の
見
守
り
、
行
方
不
明
者
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

▲中学校での認知症サポーター養成講座の様子

▲ 「磐田市」 ＋ 「登録番号」 が書かれた

 オレンジ色のシール

合
言
葉
は

「お
じ
い
さ
ん
」

認
知
症
の
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
基
本
的
に
付

き
合
い
方
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
方
に
接
す
る
時
は
、
本
人
の
心
情
に

寄
り
添
い
な
が
ら

「お
」　

お
ど
ろ
か
せ
な
い

「じ
」　

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

「い
」　

急
が
せ
な
い

さ
ん

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
は

「
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
」
で

す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
に
寄
り
添
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う

「ふ
る
さ
と
先
生
」
の
募
集

 

市
で
は
、
個
に
寄
り
添
っ
た
指
導
・
支
援
体

制
を
整
え
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か

な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
磐
田
市
教
育
委

員
会
が
掲
げ
る

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
を

ひ
ら
く
、
心
豊
か
な
磐
田
市
民
」
に
向
か
う
児

童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
や
地
域
社
会

全
体
で
子
ど
も
の
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
磐
田
市
費
負
担
教
員

「
ふ
る

さ
と
先
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
先
生
の
魅
力

①
安
定
し
た
勤
務

 

勤
務
実
績
、
健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
、
３
年

間
ま
で
継
続
し
て
勤
務
で
き
ま
す
。
都
道
府
県

の
正
規
職
員
を
目
指
す
方
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、

給
料
お
よ
び
勤
務
時
間
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

県
費
臨
時
的
任
用
講
師
と
同
等
で
す
。

②
ふ
る
さ
と
礎

い
し
ず
え

プ
ラ
ン

 

育
成
指
導
主
事
が
学
校
を
訪
問
し
、
個
別
課

題
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。
授
業
や
学
級

経
営
な
ど
、
基
礎
・
基
本
か
ら
教
え
ま
す
。

 

ま
た
、
研
修
会
で
教
員
の
勤
務
・
服
務
に
つ

い
て
知
っ
た
り
、
学
級
経
営
や
授
業
づ
く
り
の

方
法
な
ど
、
日
々
の
指
導
に
役
立
つ
こ
と
を
学

べ
た
り
し
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
教
師
塾

 

年
間
６
回
程
度
の
研
修
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

0538-37-2760

0538-36-3205

☎

ＦＡＸ

学校教育課

（西庁舎 3 階）

ふ
る
さ
と
先
生
を
は
じ
め
、
臨
時
講
師
、
県
内
外

の
学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
集
ま
り
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ページ番号

1007386

募
集
内
容
に
つ
い
て

◎
募
集
教
員

 

⑴
小
学
校
教
員

 

⑵
中
学
校
教
員

 

⑶
小
・
中
学
校
共
通
教
員

◎
採
用
予
定
人
数

 

合
計
12
人
程
度

◎
必
要
免
許
状

 

⑴
小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状

 

⑵
中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状

 

⑶
小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
お
よ
び
中
学  

　

 

校
教
諭
普
通
免
許
状

◎
受
付
期
間

 

8
月
1
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈫

◎
選
考
試
験

 

12
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

◎
合
格
発
表

 

1
月
26
日
㈮

◎
申
込

 

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
子
申
請
で

◎
そ
の
他

 

詳
細
は
市
教
育

 

委
員
会
の
ホ
ー
ム

 

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

 

く
だ
さ
い

▲ホームページ
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生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

堆
肥
化
容
器
で
ご
み
出
し
が
楽
に
！

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1001491

 

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ご
み
減
量
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
生
ご
み
堆

肥
化
容
器

（コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
費

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

家
庭
で
出
る
生
ご
み
を
良
質
な
堆

肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

私も使っています

ごみ対策課　池田主任

コンポストを数年前から使用

しています。 臭いも気になら

ず、 生ごみを入れて混ぜるだ

けと手軽に可燃ごみの削減が

できるのでおすすめです。 ご

み出しが本当に楽ですよ。

生ごみ堆肥化容器の
購入費補助制度

▲

対象となる物

 ・ コンポスト型容器          ・ EM ぼかし容器

庭や畑のない場所で

設置できる密閉され

た容器

底部がなく地面に

直接設置する容器

▲

対象者

 市内在住者

▲

補助額

・1 基あたり容器購入費用の２分の１で上限 3,000

円 (100 円未満切り捨て）

※商品券や各店が発行するポイントなどで支払わ　  

　 れた部分は対象外

・ 年度ごとに１世帯２基まで

▲

申請

・ ごみ対策課、 環境課、 各支所の窓

　口で申請

・ 市ホームページより電子申請も可

※電気を使用する生ごみ処理機は除く

▲電子申請

 

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
ご
み
の
減
量
の
た
め
、
ご

自
宅
で
伐
採

・
剪
定
し
た
枝
木
、
刈
草
が
大
量
に

あ
る
場
合
は
、
左
記
の
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

（磐

田
市
指
定
再
生
活
用
業
者
）
へ
搬
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ご
み
焼
却
量
が

減
少
し
、
C
O
2
削
減
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

5ご

3み

0ゼ
ロ

を
目
指
そ
う
！

刈
草
、
剪
定
枝
は
燃
や
さ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
へ
！

① ㈱ヤードウエスト浜松
住所 : 上神増 1021　☎ 0539-62-4766

1

【定額】　１車 ( 軽トラック ):3,000 円

【計算】　枝 :15 円 /kg、 草 :20 円 /kg

　　　　　 草 ・ 枝の混合 :20 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

② ㈲丸十産業
住所 : 大久保 727-3　☎ 0538-59-0047

1
【計算のみ】　枝 :12 円 /kg、 草 :18 円 /kg

                 草 ・ 枝の混合 :18 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

③ イワタ草木リサイクルセンター
住所 : 塩新田 300　☎ 0538-55-6465

1

【定額】　１車 ( 軽トラック ):3,000 円

【計算】　枝 :15 円 /kg、 草 :20 円 /kg

　　　　　 草 ・ 枝の混合 :20 円 /kg

2 8 時〜 17 時 (12 時〜 13 時を除く )

3 日曜日、 ゴールデンウィーク、 夏季休暇 ( お盆 )、 年末年始

参考 ： 磐田市クリーンセンター
住所 : 刑部島 301　☎ 0538-35-3717

1 【計算のみ】　157 円 /10kg　※ 1 日 2 車まで

2
【月曜〜金曜日】　8 時 30 分〜 16 時 15 分

【第 2 ・ 第 4 日曜日 / 祝日】　8 時 30 分〜 12 時 45 分

3 土曜日、 第 1 ・ 第 3 ・ 第 5 日曜日、 年末年始

1 料金　2 搬入時間　3 定休日

①①

②②

③③

●●

▲各再生業者の場所

※ 8 月末現在の情報です。

 料金などが変更される場合があります
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
わ
た

　
　
　
　
　

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1010004

　

相
続
登
記
は

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

市税課

（本庁舎１階）

0538-37-4809

0538-33-7715

☎

ＦＡＸ

相
続
登
記
と
は

亡
く
な
っ
た
方
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物

の
名
義
を
、
相
続
人
へ
変
更
す
る
手
続
き
の
こ

と
で
す
。
相
続
の
際
に
名
義
変
更
を
行
わ
ず

長
年
放
置
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者

不
明
の
土
地
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
土
地
・
建
物
で
あ
れ
ば
、
法
務
局

磐
田
出
張
所
で
手
続
き
が
可
能
で
す
。

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
相
続
（遺
言
を
含
む
）

に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ

の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

４
月
か
ら
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
り
土
地
を
取

得
し
た
人
が
、
土
地
を
手
放
し
て
国
庫
に
帰
属

で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
帰
属
で
き

る
土
地
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

静
岡
地
方
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
・
所
有
者
不
明
土
地
解
消
へ

市
は
、
７
月
に
空
き
家
や
所
有
者
不
明
土
地

問
題
の
予
防
・
解
消
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定

を
県
司
法
書
士
会
と
締
結
し
ま
し
た
。
相
続
手

続
き
は
、
県
司
法
書
士
会
で
も
相
談
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

相
続
登
記
に
つ
い
て

静
岡
地
方
法
務
局　

磐
田
出
張
所

（見
付
３
５
9
9
ー
6
）　

☎︎
32
ー
２
６
１
８

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
に
つ
い
て

静
岡
地
方
法
務
局

（静
岡
地
方
合
同
庁
舎
）

☎︎
０
５
４
ー
２
５
４
ー
３
５
５
５

相
続
・
登
記
手
続
き
に
つ
い
て

静
岡
県
司
法
書
士
会

☎︎
０
５
４
ー
２
８
９
ー
３
７
０
４

（平
日
午
後
２
時
〜
５
時
）

所
有
者
不
明
の
土
地
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も

環境課

（西庁舎１階）

0538-37-4874

0538-37-5565

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
目
的

市
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

こ
の
達
成
に
向
け
て
、
事
業
者
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
む
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
が
こ
の
マ
ー
ク

を
見
か
け
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
制
作
者

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
鈴
木
利
幸
氏

（静
岡
い
わ
た
Ｐ
Ｒ
大
使
）

選
定
方
法

４
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
か
ら
、
市
内
小
学
５
年

生
〜
中
学
３
年
生
に
よ
る
投
票
で
決
定

▲０ （ゼロ） と CARBON の “C” が

 モチーフになっています

ページ番号

1012553

解説動画 「３分でわかる」

シリーズをご覧ください

ゼロカーボンシティいわたって？

◀︎ YouTube 「磐田 TV」 で

 公開中
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